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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第50期

第１四半期
連結累計期間

第51期
第１四半期
連結累計期間

第50期

会計期間
自 2017年４月１日

至 2017年６月30日

自 2018年４月１日

至 2018年６月30日

自 2017年４月１日

至 2018年３月31日

売上高 （千円） 3,243,409 3,128,911 21,823,430

経常利益 （千円） 153,158 6,998 3,174,196

親会社株主に帰属する

四半期(当期)純利益
（千円） 106,116 13,036 2,184,072

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 131,212 16,636 2,235,160

純資産額 （千円） 15,862,336 17,695,909 17,945,725

総資産額 （千円） 34,278,702 33,124,794 30,659,301

１株当たり四半期(当期)純利益 （円） 14.70 1.81 302.53

潜在株式調整後１株当たり

四半期(当期)純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 46.3 53.4 58.5

(注) １ 当社は、四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

３ 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりま

せん。

２ 【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社の異動は、以下のとおりであります。

（賃貸・管理等事業）

2018年４月27日付で、東海道リート・マネジメント株式会社を設立し、連結の範囲に含めております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前連結会計年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

なお、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 2018年２月16日）等を当第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、財政状態の状況については、当該会計基準等を遡って適用した後の数値で前

連結会計年度との比較・分析を行っております。

(1) 財政状態及び経営成績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、好調な企業収益や雇用環境の改善を背景に、景気は安定的に

推移し、緩やかな回復基調で推移いたしました。しかしながら、急速な原油高や米国の利上げに加え米中貿易摩擦

による世界経済の不確実性を高めるリスクが増大し、先行き不透明な状況が継続いたしました。

当社グループが属する不動産業界では、住宅取得意欲は底堅く感じられ、企業の設備投資も安定した状況で推移

しました。このような環境下にあって、当社グループの不動産事業分野では、在庫分譲マンションの早期完売や分

譲宅地などの販売に着手し、購入側のメリットを企画提案する企業誘致を積極的に推進してまいりました。

また、建設土木業界に属する環境事業分野では、大都市圏を中心とした再開発事業など大規模建築部材や継続出

荷の見込める建築部材の受注活動を強化してまいりました。

この結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は31億28百万円（前年同四半期比3.5％減）、営業損失は１

百万円（前年同四半期は１億52百万円の営業利益）、経常利益は６百万円（前年同四半期は１億53百万円の経常利

益）、親会社株主に帰属する四半期純利益は13百万円（前年同四半期は１億６百万円の親会社株主に帰属する四半

期純利益）となり、減収減益となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

①レジデンス事業

レジデンス事業におきましては、在庫分譲マンションの引渡しが行われたことに加え、広告宣伝費などの販売

費を圧縮したことにより増収増益となりました。

この結果、売上高は13億21百万円（前年同四半期比137.8％増）、セグメント利益(営業利益）は１億25百万円

（前年同四半期は２百万円のセグメント損失）となりました。

②不動産開発事業

不動産開発事業におきましては、分譲宅地や商工業施設用地の引渡しが遅延したことなどにより減収減益とな

りました。

この結果、売上高は１億37百万円（前年同四半期比87.1％減）、セグメント損失(営業損失）は36百万円（前年

同四半期は１億92百万円のセグメント利益）となりました。

③賃貸・管理等事業

賃貸・管理等事業におきましては、工事請負売上の減少により減収減益となりました。

この結果、売上高は４億５百万円（前年同四半期比49.9％減）、セグメント利益(営業利益）は67百万円（前年

同四半期比59.2％減）となりました。

④マテリアル事業

マテリアル事業におきましては、工期遅延や納期遅延物件等の建築部材売上が実現し増収となりましたが、新

規物件である継続出荷の見込める建築部材の初期費用が嵩んだことにより、セグメント損失の結果となりまし

た。

この結果、売上高は９億33百万円（前年同四半期比54.5％増）、セグメント損失(営業損失）は１億10百万円

（前年同四半期は１億15百万円のセグメント損失）となりました。
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⑤その他

その他事業におきましては、缶飲料製造の売上高が増加したことにより増収増益となりました。

この結果、売上高は３億30百万円（前年同四半期比59.6％増）、セグメント利益(営業利益）は44百万円（前年

同四半期比169.8％増）となりました。

なお、記載金額には消費税等は含まれておりません。

当社グループの財政状態については、次の通りであります。

（資産）

当第１四半期連結会計期間末における総資産は331億24百万円（前連結会計年度比8.0％増）となりました。

流動資産は、受取手形及び売掛金が減少したものの、現金及び預金や販売用不動産が増加したため、284億49百万

円（前連結会計年度比9.5％増）となりました。固定資産は繰延税金資産の増加などにより、46億75百万円（前連結

会計年度比0.2％増）となりました。

（負債）

流動負債は、支払手形及び買掛金や未払法人税等が減少したものの、短期借入金が増加したため、138億８百万円

（前連結会計年度比22.8％増）となりました。固定負債は、長期借入金の増加などにより、16億20百万円（前連結

会計年度比10.5％増）となりました。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産は176億95百万円（前連結会計年度比1.4％減）となりました。純資

産の減少の主な要因は、配当金の支払により利益剰余金が減少したことなどによるものであります。

（自己資本比率）

当第１四半期連結会計期間末における自己資本比率は53.4％（前連結会計年度比5.1ポイント減）となりました。

(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

(3) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間における当社グループが支出した研究開発費の総額は４百万円であります。

３ 【経営上の重要な契約等】

　 当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 14,540,000

計 14,540,000

② 【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末

現在発行数(株)
(2018年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2018年８月９日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 8,030,248 8,030,248
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

単元株式数は100株
であります。

計 8,030,248 8,030,248 － －

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額

(千円)

資本金残高

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

　2018年４月１日から
　2018年６月30日

― 8,030,248 ― 100,000 ― 1,854,455

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の入手が困難なため、記載することが

できないことから、直前の基準日（2018年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

2018年６月30日現在

区分 株式数(株)
議決権の数

(個)
内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

815,000
－ －

　普通株式

完全議決権株式（その他） 普通株式 7,213,700 72,137 －

単元未満株式 普通株式 1,548 － １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 8,030,248 － －

総株主の議決権 － 72,137 －

（注）「単元未満株式」の欄の普通株式には、当社所有の自己株式71株が含まれております。

② 【自己株式等】

2018年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数に
対する所有株式数

の割合(％)

（自己保有株式） 静岡県静岡市葵区

ヨシコン株式会社 常磐町一丁目４－12 815,000 － 815,000 10.15

計 － 815,000 － 815,000 10.15

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１ 四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

２ 監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2018年４月１日から2018年

６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2018年４月１日から2018年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表

について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2018年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,220,644 1,341,434

受取手形及び売掛金 ※2 1,481,690 ※2 1,326,917

商品及び製品 588,244 538,075

仕掛品 4,916 4,916

原材料及び貯蔵品 49,437 56,405

販売用不動産 22,085,537 24,601,183

未成工事支出金 107,535 118,490

その他 461,890 469,272

貸倒引当金 △8,000 △7,000

流動資産合計 25,991,896 28,449,695

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 717,102 706,061

土地 2,277,432 2,277,432

その他（純額） 328,134 316,209

有形固定資産合計 3,322,669 3,299,703

無形固定資産 98,131 94,045

投資その他の資産

繰延税金資産 192,948 217,516

その他 1,124,235 1,134,229

貸倒引当金 △70,580 △70,396

投資その他の資産合計 1,246,603 1,281,349

固定資産合計 4,667,405 4,675,099

資産合計 30,659,301 33,124,794

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 845,910 431,652

短期借入金 7,362,844 11,105,509

1年内返済予定の長期借入金 976,894 981,644

未払法人税等 606,245 19,482

賞与引当金 58,523 29,680

役員賞与引当金 120,000 －

その他 1,277,025 1,240,818

流動負債合計 11,247,444 13,808,787

固定負債

長期借入金 610,574 792,538

その他 855,558 827,559

固定負債合計 1,466,132 1,620,097

負債合計 12,713,576 15,428,885
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2018年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 100,000 100,000

資本剰余金 3,463,731 3,463,731

利益剰余金 14,750,118 14,496,703

自己株式 △487,279 △487,279

株主資本合計 17,826,570 17,573,155

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 119,197 122,758

繰延ヘッジ損益 △42 △4

その他の包括利益累計額合計 119,154 122,754

純資産合計 17,945,725 17,695,909

負債純資産合計 30,659,301 33,124,794
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2017年４月１日
　至 2017年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年６月30日)

売上高 3,243,409 3,128,911

売上原価 2,606,307 2,618,763

売上総利益 637,102 510,148

販売費及び一般管理費 484,760 511,709

営業利益又は営業損失（△） 152,342 △1,560

営業外収益

受取利息 43 38

受取配当金 3,958 3,899

仕入割引 4,582 6,270

不動産取得税還付金 382 3,430

受取手数料 1,329 1,292

その他 8,665 7,991

営業外収益合計 18,962 22,923

営業外費用

支払利息 18,036 14,250

その他 108 113

営業外費用合計 18,145 14,363

経常利益 153,158 6,998

特別損失

固定資産除却損 0 673

特別損失合計 0 673

税金等調整前四半期純利益 153,158 6,325

法人税、住民税及び事業税 4,405 19,718

法人税等調整額 42,532 △26,429

法人税等合計 46,937 △6,711

四半期純利益 106,221 13,036

非支配株主に帰属する四半期純利益 104 －

親会社株主に帰属する四半期純利益 106,116 13,036
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2017年４月１日
　至 2017年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年６月30日)

四半期純利益 106,221 13,036

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 24,799 3,561

繰延ヘッジ損益 191 38

その他の包括利益合計 24,990 3,599

四半期包括利益 131,212 16,636

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 131,107 16,636

非支配株主に係る四半期包括利益 104 －
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【注記事項】

　 (連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

当第１四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日 至 2018年６月30日)

(連結の範囲の重要な変更)

2018年４月27日付で、東海道リート・マネジメント株式会社を設立し、当第１四半期連結会計期間より連結の範囲

に含めております。

　 (追加情報)

当第１四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日 至 2018年６月30日)

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 2018年２月16日）等を当第１四半期連結

会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の

区分に表示しております。

(四半期連結貸借対照表関係)

１ 手形割引高及び裏書譲渡高

前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2018年６月30日)

　 受取手形裏書譲渡高 86,398千円 111,958千円

　

※２ 四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日の満期手形は、手形交換日をもって決済処理しております。なお、当第１四半期連結会計期

間末日が金融機関の休日であったため、次の満期手形が当第１四半期連結会計期間末日の残高に含まれております。

前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2018年６月30日)

受取手形 40,320千円 50,035千円

裏書譲渡手形 7,140千円 2,710千円

合計 47,460千円 52,745千円

３ 当社及び連結子会社においては、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行８行と当座貸越契約を締結しており

ます。

　当第１四半期連結会計期間末における当座貸越契約に係る借入未実行残高等は次のとおりであります。

前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2018年６月30日)

当座貸越契約極度額の総額 10,350,000千円 10,450,000千円

借入実行残高 3,650,000千円 4,983,333千円

差引高 6,700,000千円 5,466,667千円

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりでありま

す。

前第１四半期連結累計期間
(自 2017年４月１日
至 2017年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
至 2018年６月30日)

減価償却費 45,772千円 37,990千円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間（自 2017年４月１日 至 2017年６月30日）

１ 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2017年６月23日
定時株主総会

普通株式 231,076 32.00 2017年３月31日 2017年６月26日 利益剰余金

２ 基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日後

となるもの

　該当事項はありません。

当第１四半期連結累計期間（自 2018年４月１日 至 2018年６月30日）

１ 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年６月19日
定時株主総会

普通株式 274,176 38.00 2018年３月31日 2018年６月20日 利益剰余金

２ 基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日後

となるもの

　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 2017年４月１日 至 2017年６月30日）

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント
その他
(注)

合計
レジデンス

事業
不動産開発

事業
賃貸・管理
等事業

マテリアル
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 555,887 1,065,293 810,850 604,560 3,036,592 206,817 3,243,409

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － 631 2,800 3,431 46,268 49,700

計 555,887 1,065,293 811,481 607,361 3,040,024 253,085 3,293,109

セグメント利益又は損失（△) △2,739 192,883 164,472 △115,449 239,166 16,417 255,583

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、飲料製造事業、飲食事業、衣料品事業
及び保険代理店事業等を含んでおります。

　

２ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

利 益 金 額

報告セグメント計 239,166

「その他」の区分の利益 16,417

セグメント間取引消去 △185

全社費用（注） △103,056

四半期連結損益計算書の営業利益 152,342

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 2018年４月１日 至 2018年６月30日）

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント
その他
(注)

合計
レジデンス

事業
不動産開発

事業
賃貸・管理
等事業

マテリアル
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 1,321,831 137,049 405,995 933,992 2,798,868 330,043 3,128,911

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － 1,518 133,894 135,412 26,684 162,097

計 1,321,831 137,049 407,513 1,067,886 2,934,280 356,728 3,291,009

セグメント利益又は損失（△) 125,993 △36,673 67,032 △110,855 45,496 44,298 89,794

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、飲料製造事業、飲食事業、衣料品事業
及び保険代理店事業等を含んでおります。
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２ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

利 益 金 額

報告セグメント計 45,496

「その他」の区分の利益 44,298

セグメント間取引消去 14,936

全社費用（注） △106,291

四半期連結損益計算書の営業損失（△) △1,560

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第１四半期連結累計期間

(自 2017年４月１日
至 2017年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
至 2018年６月30日)

　１株当たり四半期純利益 14円70銭 1円81銭

(算定上の基礎)

親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 106,116 13,036

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益(千円)

106,116 13,036

普通株式の期中平均株式数(千株) 7,221 7,215

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

当第１四半期連結累計期間（自 2018年４月１日 至 2018年６月30日）

　該当事項はありません。

２ 【その他】

該当事項はありません。

第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

2018年８月９日

ヨシコン株式会社

取締役会 御中

有限責任監査法人トーマツ

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 郷 右 近 隆 也 印

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 山 崎 光 隆 印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているヨシコン株式会

社の2018年４月１日から2019年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(2018年４月１日から2018年６月

30日まで)及び第１四半期連結累計期間(2018年４月１日から2018年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行

った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ヨシコン株式会社及び連結子会社の2018年６月30日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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